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ゲーテごユネスコ精神

^、　野　村　胤　久
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1245年11月にはユネスコ憲章が発布され.性界の多数

の国々が加盟し, 1f舶年12月10日に控議された他界′l、

権宣言と共に.惟界における自由・if薫'-]蝣和が享唱

-?i-二　、こ二LはL阜:「I" -}?蝣"'ミニヱ蝣・-..。 L'-,蝣L t一二∴、 :.~L

か.二㍉「^iiisi汁蝣-蝣蝣(こFミir-it∴ I.∴ ∴巨い一一　　二、 1'"; ill二

ねて来たのてあるが.こゝには特にゲーテ(つ7文学と今

ri∴::-トて:=J半甘.I,s-_i'-iこユ・こて11こ∴ト¥ til∴〇

I・ゲーテの世界文革に闇する概念

・・:- -蝣" l~ t::w-:;-i¥ 'i:∴蝣'" ''?∴月:'.蝣Ni'l・'∴L L'f V'

文学に配する概念によく矧まれているo元来「世界文

学とは冗ぞやJと云う間置は万)、が知　いる様で、

返って捕捉L難い概念を吋Tj起し、人々によりて昏々

請請-一つ-∴it.て束.Jq-自立　丁　子蝣蝣蝣'蝣I∵二.*;t'蝣'iii=:∴

cD文学」の意韓で.惟界貴国の見学(一腰和と云えるが.

∴　工f.r.-蝣一二M'/こtt.∴二、こ. ・胃　　に言I'-iこL二、 「:∴-,-

-ナリズムの世界に坂上げられる世界流行の文学」と
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る「傾向的文学」とも監即し、国防的コスモポljタン的

文学として見ても、やゝ永1副生をJ^ィ、てい・るo而して

ii::耳'文,、1.二蝣:t-'. u:t.二荘:>-:*:-蝣i¥vt'、∴n.-'蝣i:>、 、 J''蝣蝣>*

と文学との結合した概念(1)であ。、その中心1号文学

'つ杜界離概念で,この場1=1性界とは何か.内面白モ統一

契機としての世界は何かと云ラ常置になぞO叉デ←テ

初め世界文学を真剣に葛える人々は之を隈題にしてい

る。この杜界は人間の世界で、何人とか. EEl民とか言

う鞄屋の人間でなく,世界的人間・性罪人と云うこと

か問題になる。かくてジムメル(Bitnmぐ1)は世界文学

¥ ;j;j'i.界∴持こ専王蝣V i". 'rrt:V;ち:lLH　さi'、  、こJ,.三、

と言い.マイヤー(K.M.Meyer)ま「惟界文学は単に

性界の文学でなく-かかるもLつは一院文学(aHge-

toeine Literatur)と呼J:べきであり-惟界文学の性昇

に蝣蝣蝣'tるK椋は十-蝣R-V二　　　つ午、_るrr--fvささ.LーTJ t:

と同様である」ことを達べ、ヂ-テの言薙をも含めて

「諸国民の道徳的美的一致より生L.、柘も各m民が其

6rj特性を意識しつゝも.他国の文学をも/1平に取扱う

(gerecht)な文学が世界文学である」と結諭しているo
(・^

又モ-ルトソ(iVbulton)は講文学町集合即ち全世

U7蝣>/・蝣'-v;-上でtj,し∵やL1-てさ　世:蝣Kt-・-}?蝣ド別し. ∴

を地理学と風景画の芸術の敢扱い方の差異によって説

明し　-.->..!:蝣-潤し-t-!';']ミサこ　三-i';v甲-J--てこ、:J二:な　さ.

輔　　　　1、十　　　一ミ　ニ,てこはW -:.':這AV二,v- I.∴

依り、そこTJ風景Cつ相対的比率を変更して聴扱うことが

汁‖∴o i'.--;・　も糾r:崇拝の;iiK.fir:EJ地1 -蝣蝣うーL:Eの

観察点から上述の遠近逆的見地よE)見られた全世界の

文学であることを彼は述べた。
U;)

;r二等しつ世界文学の昆叢は何れも国民文学より惟界文

学-の迫を云し、又何れも世界性を有する文学の立場

を菜はしてい三が.我々は俄かに何れとも決足し難い

6r)であるo LかL 「世界文学」なる言葉を初めて作り

出したデ-テの持っていた概念こそ黄も適切であり、

又現代にも通ずるユネスコ精神の生みの親ともいえる

Gつであるo

デ-テCj讃乙では国民的意識と世界主叢艶展望、国

民性と永遠O,<、問性との融合したものが世界文学の基

FIL、 :O　上.斗蝣」V--し1∴ ,iて考え丁"At J-C、∴itfJi-.i「

】　年頃と云はれ.き三時ローマン派の対数により自然

研究や人生観と賢郡こ琵聯して伍の性界文学の思想は

こしてI-' '-。丈M:l'-ii.:こ-1 p.1!: ¥.目し'、時ft:壬とこく、

ナポしサンが残して行った世界、執事と革命によって

-　さV"i Ci'rU.一--1日t-Ft1(;∴二. =: -。 ・、・パ(、 chi民に_

精子柏も和解と結合-- 、の恒温が動き.又その実現の端緒

が始まったと云う感情が働いていた。此憧憶と感情と

/カニ.その日にとっては当時醍問と空間の限界がなかっ

たデ-テによりて「1%界文学」と云う只一つの言糞に
(4)

よI)経括されていたことはStrichの説く通りであるo

Lr-チ ,.-J-.,i; Ti土~:iJ"し-j-蝣・蝣」三, ∴∴、へいて辻べたの.L上

1827年1月31日で、この際「舌Efは入管の共有財であり、

:_;こ蝣蝣'. '- M;i± I一蝣蝣圭一さ:11に　　てift lL-~. i Jl、いWjz.t、「.・駅を

!,耳にミ-K:'、、こ,i.>リ.LはiL-㌍雷蝣_ _iT「 H..-ulる　蝣-ii訳自分'"」

好んで外国の事情を尋ね.人々にも之を勧める。国民

文学は大したこと.まない。 /7や世界文学の時代が到来

したo」(5)と彼は云い.之は肢が云った「外国語を知
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らざる者は自国語をも知らざるなり」と云う言弊と共

に先づ被の惟界性やコスモポl)タン的一画を裏はし.

之がユネスコ悪事の精神の犀流と一致しているO

次に性界文学の理想として.ゲ-テはその「ダイン

ケルマン諭」中で「美しい人間」の例としてのギリシ

ャ人を挙げている<ォ>即ち「常に高進する自照の

産物は美しい人間であり、自然はかかる人間を酌こし

か作り出さないO何となればこの観念では多くの条作

j,;--T-r.冒し.f!r:、へi-一能を.トミてlても.-t:"一卜蝣X状

V!!1≒こ-.i!-.1'--てざ:∴まさかJ;->Jこ「FmS:-^SこきはTi可
h一tt°能だからであるO芙しい人間が美しいのは敬欝に考

えるとほんの一拍問である-・・・」と述べているが.

古代ギリシャ人の作品にはかかる美しい人間が示され

惟界文学の理想とするに相贋しいものと′酎まれるOゲ

-千も-f":坪丈:、11:--Jk'J-一蝣「111尺史、>-'上月ii蝣-;;-一蝣トこv*--*".ォ!サ^∴㍉
ていたが、比の「黄しい人間」は国民文学の持つ特質

とは意味を軍にし.一般に芸術創造の賢局の意味を象

徴的に表現したものと見られる。人間は自然創造物Cつ

最頂点に立ち.あらん限りの完全性と徳目をL,j、て.自

己を蓉透し、芸術D創造に自己を高揚せLむべきであ

り.芸術の一部門たる文学・詩もその最高の狂憩とし

て、「美しき人間」迄高進すべきてある。元茶話はそ
°°°の本質において世界的であって、ゲ-テも云う様7)

に「詩人は邑々の国土の上に自由なまなざして浮んで

ゐろ鷲」の様なものでL「之がとびつく貢がプロシャ

の中を走ろうとザクセンの中を走ろうと」問題ではな

いが.言与O瑚1てノ国には聾と(da,Guie)と高貴さ(das

Vexnehtr.e)と美(disSchonL・)がなけれ汀ならぬo現

在のユネスコCIJ目差す文化、教育の珪憩もかかる若貴

性・美を目標とし、樫界性を根底とせるもC)と信ずる。

ゲ←テほ叉182V年に彼の出していた雑誌「芸術と古

代」(Kun=tundAltertum)C8)に当時巴里のフランス

拝で上演されたデ-ヴル(Alexanche∫)nvnl)の安部

タツソ(Tassっ)と自分のクツソ←とを比醗し、その

際に一般的世界文学の構成されつゝある等を述べたO

即ち「我々は到る処で入管の進歩とか.世界と八mと

o試問'):し「.1:.l'.'-蝣こい!与I'V-.lt^.-ti二(言上を聞くtr、、i'S蝣>

るが.自分としては-肢的な惟界文学が形成されつゝ

あると考えるのてあって.我々ドイツ人には名誉ある

・F.Vli¥¥:モ"~?;joh.^ト」Lのべて、r・日.Lや-蝣jv:--三:

が素質.才能、判断、開始が全く巽なるに拘らず、言

語が共通なるた妙にまとめられている薯実をあげてい

る。更に被は.同じ箇所で次の如くのべているo

i蝣f'・蝣:p、三,国民・三1蝣i'こ蝣Vi"方に注目TL.蝣-''.*'¥LX?~^;し.i'l:

難し、‡mL、IW-.K需iVITL.等(恥中j."r;1iこ工ミ

は閉ぢている。我々は全体として慣値があるから、之

を聴入れねほならぬQ其上我々は之と等しいことを哉

.Q・自身の同国人からも体験している。同胞が-致せず

して許国民が一致することがあろうか、照し一国民の

箪野的物質j]がその内群の統一から発匠する様に、道

徳的美的な力も同様な一致から発生するに違いないoJ

之は明らかに国民的意識の根犀になるもの及び世界性

の基環を示しているものであり、更に.1827年r)月3

日に11-、、-二に辻べたとこ7-:二は*<一様・Xri≡at'-1.;!4-'-'
見えている。即ちギリシャ人の悲劇を感嘆し、之は偶

力の作家よりも.かかる作か可能であった時代と国民

とを感嘆すべきこと、又スコットランドCI,前人Bums

に託Cも此詩人の偉かったのは術GT描発の歌謡・6"国民

の中に生きて、揺藍時代に歌はれたことが彼が増進す

る基1葦となったと云ったoデ-テはかかそ辞意岩がドイ

ツの民謡中て歌ほれていないことを慨いてゐるが.更

こ-H"ri-単ト1-i-ユごf-i-tして繋三.afiV/＼ド!;{'ォ蝣蝣蝣>なる

ものを強調したo「凡ゆる国民の傑出した詩人や美的

著作豪cl努力は久しい以前から薯遍的八問に向けられ.

それらのA、々の努力により国民性・人種を通して普遍

臥なも0-iて品々多く輝き出ることであらう」といった。

之等のゲ-テの石堂からゲ-テの世界文学とは、国

民的意識と壮罪主叢的辰望.国民性と永遠の人間性と

の融合したものと云えろQ「すべての国民は互に梢愛す

ることが出棄なければ.互に電容し合うことから学ば

ねほならぬ」と彼は云い、性界の無限の多様性を認め

ると共に.そこにすべてを貫く一つの原始状態を認め

ていた.之7'Jて時代・環境の差を超えた永遠の人間像.

煎高の)、問性LC牲界文学には之が存在しなければなら

ない。-ルデル(Heユ蝣der)が「真の文学は国民酢所産

であると同時に、壮界の所産でなければならぬ」とヂ

-テに教えたのは此若味であるO云ほど質であって貴

てH/∴＼-0-"-V-甘さ,-'.v:-:蝣蝣<蝣''::下性も-^きつめ

て考えると.かかる薯遠的なものが研底となり、惟界

史`、J-'-'㌧丁、蝣>-';蝣;・)*{.蝣>∴る王&・訂ilir一鮮!i'iユニ針il(叶州勺

な新たな見地よりの)もその運動の根本原句として横

はっていると思はれるO

次に1829年十一月十一日にゲ-テかベルl)ソの内外

文学節会によせた堆界文学追録(FerneresiiberWe't-

literatur)を見ると.英の第一の国訴(Einwendung)

には.「広い世界はそれF'如何に広汎なものでも詳細

に観壌すると、之は拡大された闘FFTに過ぎない」をい

う言望酎こよって横の抱懐する冊界使う述べられ.「大

衆rJ気に入るものは限りなく捉まるし.凡ゆる雑技に

於て迎えられるであろう+,.てこうしたことは真面呂な

有能な人々には成功しないであろう。一層貰貴なもの.

一層高貴な巽を結ぶものに一身を敵げ⊂来た人は新し

く互に知り合う様になり、世界各地にかかる人々は屠

るのであって,かかる人々の関心事は確乎たる基魔を
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持つことで.之を出発点として人類の進歩があるOか

チ.,-,}　七　、「ご蝣.・II,芸　て蝣;・(!;>・二:- `二'.'>. o ;・・・"・".蝣

ほ一つの静かな.惟間から押しのけられる様な教会を

作らねばならぬ」という言糞には高貴な惟罪文学中に

おける各国民文学の持つ内醇的差異を明らかにし.そ

の進むべき方針を京したものといえるo　夢二の欝舞

(Ermunteruug)はドイツ人に対して自己の特質を滴養

して惟界文学の素地をつくることをのべたもので、外

界の徴しい変動中に個人が巻き込誉れるため.自他共

・nuTLv,・?..*二a'j.一・'":分. i-よ,サ,サ.r・>∴巨.「二JI l二凪

要にせずられること、この際最も純粋な厳椎なエゴイ

ズム以外に自分を救うものはないことをのべたo北の

Egoismusとは自覚の伴った、落帯いて定言の出来る

決A.1. -さ,・~・て、 「V."*(*・'* j"i仁　蝣J r"∴、∴.冒..:　上-Rl.';-

している。俸三の考慮すべきこと(zu Bedenken)では.

債:':R∴;i"r'-iEtt^して.蝣i,'T(¥':,:Ea '蝣I'.'j.1: Aii'". ":

を区別し.内面的性質は認識されないが.之は個々の

人と同様に強く働くこと、フランス文学において、こ

の内画的な性質が最も強く働い⊂立派な国民文学をな

していることを注意し.ドイツ人に世界文学を重んじ

つゝも、一般的発匠から遠ぎからね様.フランス文学に

注目すべきことを説いた。この三舞の文章でダ-テが

ユッケカ-<ソに「自分のものは大衆のために害かれたも

のでなく、自分と同じものを求め、同じ方向に進んでい

る少数の着の為に等かれているのだ」と語ったことが、

世界文学の理想の一面に園係せることを知るのである。

結局ヂ-テによると国民の固有性と特質とを英傑所

において把嶺L、それを沼々と示課した文学こそ世界

vv"芦でこら!.'、 xli一環- f'L-jt"...'^--r・ぎU- i: '-∴・・二"蝣0]

の国民文学であり、同時に其の世界文学となる。此自

t-'--nこ・・・・T-fこ一"ftこそ:=T~`こ,(冒:蝣s-ト∴'l -jl. i'.

界聯盟の犀流を恩はせるものがあるe

ダ-チの此概念は若きゲ-チの個性文学から老ゲ・-

テの樫界文学への推移の上に.有機的な成長を見る事

によりても理解される。ゲ-テは死の一年前即ち1831

年の春「社交的教養の時期」 (Epochen tier geselligen

Bildung) <lO)なる翰文を青い⊂文学匡閑の歴史醗時期

を涼し.節-期として教養ある人との極狭い社会が多

少剖王らな集団として発生せる牧歌的時期(idylii-

sche Ep〇che)をあげ、第二期としてば、第-期の狭い

曹どいが数を博して内的交流の括敬になった社会的又

は市民的時期(soziile oder civische Epoche)を示し.

夢三期にほ以上のまどい(Kreis)が互に接触し合ひ.

相互に融合の準備をせるも.隔壁のまだとれない普遍

的時期(Allgeu-eine Epoche)をとりあげ.第四期とし

て、以上の時期を永年息熟こ促進せし砂たのちに今日

我々の体験せる如き、教養ある人々の社会の合一を実

現するjj即ち国家の理解ある協力が必要な時期を述べ

ているが.この時期こそ一切の外国文学が国内文学と

・ ∴　　　　∴・潮:i∴・':蝣蝣?蝣二ciJ　　　∴

されて、鞭界は一つとなる時で.之がゲ-テの所謂惟

界文学が実現する時期と考えられ.又ユネスコ精神の

瞥恕の達成される時期とも云えるo

こゝでゲ-チ自身の惟界文学-の寄与を附説すると

彼自身は青年時代に「若きヴエルテルの悩み」を執、

て-経催罪能詩人になり、その後クヲシックの辞^と

してゲイル-ルム・マイスタ-.プアウスT.、西東詩

集によりて真の樫界文学-と発展して行ったのであ

り、彼の晩年のワイマ-ルほ欧州文壇の聖地の観を呈

し、フランスのVictor Hugo.伊太利のManzoni.プ

ラソスのCousin、北欧のOGlenschlagor.英国のカ-ラ

イル、露のShuckowJd、ポ-ランドのWylenkywich等

はゲ-テを崇拝し或はゲ-テを訪問し.又はその作品

をゲーテに捧げた。フランスのスタ- JL夫人(Mad-

ame Stael)はドイツを巡遊してゲーテと会ひ、 「放逸

に就て」 (de l'almagne)を著はしてから、ゲ-テの

名は更にフランスの優秀な人々に習及した　　Lord

Byronも自作Sardan叩elをゲ-テに捧げ.彼がギ1)

シャ独立戦役に英唯的な死をとげなかったら、ゲ-チ

を訪問したと恩はれる。特に英国スコツT.ラソドのカ

pライJLは1824年の蓉ヂ←テのWilheJm MeUeiの英

訳をゲ-テに贈り又Scniller伝やドイツ小説集の駅を

闇iid函用SEaK - mi車国を固Bサiaaai臼E3gE2SEX3

との対語(ll)に見られる。ダ-テの惟界文学の構想に

放てもカーライルが重要な役割を果したことは万人の

説くところであって、惟界文学追録中の「抗訴」の中

の「静かな教会をつくる人々」とはカ-テイルの様な

人を指したものと云ほれている.一方ドイツ国内の葬

れた詩人、学者達もワイマ-ルに集まり.ダ-テは固

・・　** .1"" :蝣・・-・　・'. *　し=・白.'.二V.-"L"l.　又・.・は東洋

文学にも蒙触し.青年期にマホメットの創作をしたの

はこの瑛はれであり.友人　Schiller　の死後ペルシャ

詩人Hafiサを知つC.西東詩集を作り.インドの詩人

カ1J.ダ-サの作、「シヤクンタラ拒」の英訳にIbを惹

かれ、イソドに聴材して. PariaやGottund Bajadere

(神と舞妓)なる詩を作ったことは有名であるo　かく

てゲーテは各国の文人との接触を自己の創作汚動乃至

自己生成の要因とし、世界文学における必要の条件に

して相TT-'&M-fi容　<?.追.塔張を教え、自ら.樵

念の契践の範を垂れたのである。カ-ライルのSchiller

伝の序文にゲ-テが. 「ある国民の文学内の紛争は避

けられないが.この嚢った魔境を沈澱させて吹き散ら

すのは外国人である」と雷いており.彼は凡ゆる国民・



F' -　テ　と　ユネ　ス　コ精神

「・i:-c　こW.-py'/i一野.'・'.. !';'・>∴て'.* -*':・'.蝣(:・'蝣'- -

と云う名を持つ賃合体であると迄云ってゐたo

ユネスコ憲軍の前文には以上のデ-テの栢神が忘却

された為に忌むべき戦争が勃発したことが述べてあるO

即ち. 「相互の様式と生活に関する無知が人類史を通

じて惟界の許国民間の柿疑心と不信の共通原因であっ

た。之に依り1,7潤民の相違や;';> <)にも贋キ轍蝣!'iS:'f-Vや

した」 (1竺)と云い.更に「現窄終結した大なる両も恐

怖すヾき戦争が人間の品位・平等及相互の尊敬を否認

することにより可能とされる」と述べているが、自己

とI'"-.*.,: -.蝣*　蝣.r*.蝣、~ ''' ,'、百一: '、

と同一のものを認め・理解即ち相互の広い理解に依り

両立しつゝも.対立することなくして調和し得る可牌

性を既にゲ-テが百年前に元していたOダ-テ自らカ

トリチスムスとプロチタンチスムス、汎祥論と一徹輪.

理想主義と現実重責.西洋と弄洋、個人と社会、動と

静、歴史と白だ、必然と当為等の凡ゆる二元的対立を

創作の上にも自然研究上に於ても之を調和統一し、惜

悪を愛に、敵を友人に変えることの出来る所謂′j、宇宙

( Mikrokosmos)の境介に達していたのであるo

琵1.岡崎惹代著文芸学75蒔o同氏Ej:世界文学はゲ

ーテの用いた　Weltliteratur　の適確な許諾e-な

いと言って居られるが.今しばらく通説に従い

世界文学なる名を用いておく0

2 .Richard M. Meyer: Pie Weltliteratur im zw呈Ml-

zig⇒ten Jalimundert.にあるo

圭　言・・i: --.・、・、　∴ i.i-r-vi

4. Fritg Stricl- Goethes ldee einer Weltliteratur

(Diet tang und Zivilisation S>56)

5. Kckermanns Gespraclie mit Goe・the. RげIan一.Bd.

l.S. 230ff.

6. Gocthes Werke.Weimar Au瑠托lDe Bd.46日28.

Winckelmaun中のSclionheitの項にある0

7. Eckermanns Gespr瓦,che mlt Goethe.Bd I.S.245

1832年　Marz.

8. Kunst und Alもertura VI,H.I.

9. MoultonやHesseも世界文学の代表的作品を述

べる隈に常在的人間的文芸意志の表現を考慮し

た。世界文学が人間性の深い処に根ざし、普遍

性.永遠性を持つべきことは　Str三ch　ものべた

が、この永遠的.督淀的のものは歴配的現実的に

実現されねばならぬO肯典的作品が世界文学と

して意妹はあるも更に世界文学は康範囲のもの

を含むべきことを同時代は説いておられる.

10. Goethes Werke Weimar Ausgabe 41巻Bd.2

3(51-302耳

- 125-

ll. 1825年7月15日の対語(Bd.l. S.164)

「葬々がフランス人、イギt)ス人、ドイツ人間の

ffiim臼田眉垣戊e,reサーg3;raq層QIISi」娼完

な場合に立ち至ったら、どんなに面白かろう。そ

れは世界文学に田てくる大きな効用亡、カr-ラ

イルはシラー俸∈如何なるドイツ人も直ぐには

-'liMH!帝相性な判Mfc下L　ている」と云ったO

12・英文ユネスコ憲章((10nstituticn of the UnitUd

N呈itions educational, scientific and cultural oト

gunisation P.I. )

T・政界平和に就で

ユネスコ憲章の晴好は云う迄もなく性界平和達成の

理念にある。之に関して寮葦前文には、 「単に政府間

の政治的並びに経済的協定に基経を置く平和は世界の

各国民の一致した、永野的な、誠実な支持を併配する

平和となり得ないこと」を説き.平和は人類の智的並

びに遺徳的共同背任の上に築かれねほならぬことを述

べCゐるO之に託てゲ-テはその文学に就て前述の普

遍的人間(I)を強調した1827年にカーライルに宛て

た窄筒中に次のように書いた.即ち凡ゆる国民の最高

の詩人や芸術家の努力が普遍的人間性に向けられてい

ること、又環実の人生行路に於ても、之が地上の凡ゆ

る粗野なもの.残忍なもの等の問を縫っていくらかの

和やかさを拡げ、戦争の残忍や勝利の誇りが減少する

希望があることが述べられている。かかる普遍的人間

こそすべての道轟的惟界の建設の根底をなすものと考

えられる。

又ユネスコ舞茸の初妙に. 「戦争は人間の心の中に

始まるが故に.平和の防衛が建設されねばならぬのは・

人々の心の中である」と宣言されている.この心の平

和と云うことをゲーテはその晩年における諦観(Knt-

sagung)と他界敬嚢(Weltfriii一一migkeit)なる思想で現

はした。彼はWeither時代以来幾多の恋愛体験や人

生における経験に依り.一切の努j]の結果として諦観

の思想に到達し.諦観に依り始めてIbの平和を得るこ

とを知性に依って教えられた。 「樹木は伸びても天に

届かない様に出来てゐる」と彼自身云っている様に、

人間には飽くことを知らぬ欲望があり.それ丈人間に

は諦観が必要となって来る。人間が多くのものを享楽

する時には又多くのものを断念しなければならない。

しかしゲ-テの諦観は単なる断念でなく、あることを

断念した場合に.ある他の欲求を満すか.又は之を他

の高次の方法で滞すことであった.即ち満たされね欲

求は浄化することに依り、より高い方法により滞たさ

れることをゲーテは多くの恋愛体験で知って.,、た(9)。

云ほゞゲ-テの諦軌は中億的.僧院的な孤立せろ静寂
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なものでなく、社会的に有用なものである。ゲ←テは

漸く杜年時代に入った1783年頃からスピノザ(Sp:nOJa)

研究に没喝して.この平和の心たる諦観を学び得たと

-¥iま11.てゐ二、。初ォ蝣']'-イ<蝣- ,". F汁ヒ㌫:fc¥. 、てi卓へ・ii::ijJ〕

領域が伸張すると共に、漸くにして生活上の諦念を悟

り.老成期に連して之が創作となって表はかたのであ

るOこの諦念と不離の関係にあるのが敬塵(Fromm-

igkeit)であって.この両者が老ゲーテの信条として

ヴイル-ルム・マイスタ-の遠肝F,代(Wilhelm

Meisters W且ntlerjahre)の基礎的モティ-フとなった。

此作ほ諦観の人々と云ふ副題がついているのは周知の

ことである。又敬竜は元来宗教的態度より出るもので

教養小説・発展′J、説としては畏敬(Ehifurcht)と云ほ

ii-いる。二トi-.':-"一斌;:.vtてほIi"5J冊時代」中Lト汁E'r*M

(第二巻、第一葦)がよく引用されるOゲ-テほこゝで

三つの畏敬をあげて、教育州の人々に語らせる。即ち

Cl)我々の上なる者に対する畏敬(2)我等の下のも

のへの畏敬(3)我等に等しいものへの畏敬であって

之等三つの畏敬が宗教上は夫々敬塵となり. (1)が異

教的宗教(die ethnisclis Religion), (2)が背学的宗

敬(die philosopmゝdle Religion), (3)がキリスト教

的宗教(C1-riヾtVwh, 】くelision)として罪はされている

那.更にこゝには之等三、つの畏敬よりして薪上の畏敬

である自己自身への畏敬(〔lie　刃-】蝣furcJit I,or rich

selbst)が述べられてゐる。以上の天地人に六、1する畏

敬はこの畏敬から生れたとも云えるのであって.人間

はこの畏敬により.到達し得る最高の境地に至り.自

負や我教のた」>!-こ嘩落することのない.神と日照によ

りて、もたらされた最菅のものと自分を信する様にな

蝣to

ヂ-テほ更にこの日己自身に刻する畏敬.敬康より

進んで惟界敬塵(weltfrotnniiglくeit)の概念に到達し

た。之は　Wanderjah1.Cの第二巻第七葦のアべ-から

ザイル-ルム- (der Abbe anWilhelm)と云う書

簡中に説かれてゐるo

「我々は家庭敬度(Ilauぅfronmiigkeit)から之に相

臆する賞讃をひき童71うとは恩はない。個人の安:>ほ

顎かKてA- 0.子~即㌻て之;こ- i^v-cr壬J > ,":(蝣,';蝣一蝣蝣:しナAか、「

てゐる.しかし之ナ三けでは充分でないO我々は惟界敬

慶(Weltfrommii,'1くpit)と云う概念を周まねばならな

いO我々の真二へ問的な心情を実際にEく搭聯せし妙

齢こ我々の閑人を向上させる丈でなく、同時に又土人

蝣蝣*r>*^,・-;-Vに馴1て-J　蝣わは'*c;?"*.cい。 」

此惟界敬壇と共にデ-テの惟界平和に持する考え<r>
・・　・・　・

基調をなしているのは所謂人質共同体の精神である。

徴は哲学者のカントとは個人的に直接梓識る麟余はな

かったが、水亀の交りを結んだS,ルt/ル(Schiller)杏

通じて.カントの恩憩が彼に博えられた。カントほ其

3<久平和論(Zm-l ewigen Frielen)に於て、先づ如何

なる国家も他の国家の憲法及統冶に暴力を以て干渉す

べきでないこと.叉他国と戦争状態にある国家と経も

将来の平和における相互信頼を不可能ならしめざるを

得ないような敵対行為を敢てすべきでないことを説(3)

杏.同時に生活せる人間の問の平和状態は決して自然

状態でなく、寧ろ戦争の状態であるので、敵対行為の

勃発ではなくとも、この行為による脅迫であるから.

・・ 、!　　・∴ ・こ喜.き・.・*I*1こ(・'),

宣言し.更に国際法は自由国家の聯邦主葬(FflderlismJ

に基く-サきこと、及び之より進んで.凡ゆる戦争を終

結せしめる平和聯盟(Friedeu血nd)と一つの戦争を

終結せしめんとする平和葬的(Friedensvertrag)とを

区別して、最後には世界市民権(WeMmrea】蝣echt)杏

挙げ.之が地球上二の各国民の問に-駁的に拡がって庁

って、地球上の一つの功所における権利侵害がすべて

の人に感ぜられるようになると.この樫界市民権の理

念はけっして空想的な.又誇張された.権利の表象法

でなく、国家並びに国・貰法の公的人権-殴従って永久
'si

平布-の必須の補充物であると結んでいる。之はカン

トが今日の国際聯合等の成立を或程度予言し、入管共

同体の概念を予感していたものと見るべきであるが.

この影響を受けたデ-テが更に具体的に近代主萎-〟

歩み.開放的な世界平和への道を京したのはけだし当

然と見られる。即ち「ゥィル-ルム・マイスタp-の

修養時代」 (Wilhelm M:eisters Lehrjahre)の中に

共感(Mitgefiihl)と云う源流があり.その第七巻第五

等において.「こゝ、かしこに我々と響きを合はせ.黙

って哲ても我々がそう云う八と一緒に生き漬けている

いうような.　誰かがゐるということを承知している

共感が.　我々にこの地球を初妙て人間の住んでいる

庭園としてくれるのです」とテレ-ゼに云はし妙て居

るO之が「遍歴晴代」 (Wanderj-ihre)になると. LLl中

の自選生活・荘間の生活・教育州の生活を経て.其の

共同体である惟界結社(Band) i,涼され.ゲ-テほこ

し!-.'.--蝣-c-n損料'、・洋・子平'-'I一卜_:モユhゴt:-ir>]-一輩汚'一蝣ilTKM-,;ミ

への平和な歩みを書いたのであるo此関数的近代世界

と中†醜勺宗教の敬慶とが結合せるものがユネ.Rコ精神
(6)

というべきは襟首民の説かれる通りであるo

ttl-　->!---. fハJH′----&∴もヂ-テ3'AJ加'rd

もなく、庶民的でもなく,自由的でもなければ

択隷的でもなく.不信者でもなければ篤信者立

もなく、之等すべてが純粋な粘合をとげている

求もすぐれたもの-「明産にして首適的な入
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間」 CLあるとifLぺてあるO (坤ごi*-r」'".評'/・・-チ

..品　丁蝣ォei)

13・酎郎iI箸　A,'一子と1tt附師,i afiij'i-aer.Vi

3, Immannol Kant: S五mもIidle YvcrJ-e. F. Meillel.

折.ちa.O. s.121.

4. ditto S. 125.

ditto S. 130--133.

(I.甘K'iiK　　-テ上世wォ1 13TTn

l　暴力革命博薫

カントは前述の如く同家の暴力的干渉を排斥してい

J--J,-蝣こ_　デ-ナも&・　合　冊111"-し、拭悪.していL-.。 :こ-

の理由として彼は「多くの買いことが得られると同様

i '"・.・<　二.・lH、　-:-、

!inす　打も.三、二のrt- *-n-ij.「黒・:す;vv->も~し' Iけ∴

ll下さ、I->t"蝣、-,..丸」て"c i∴ 「　「"''-';': S>.)を.I:.11㌧＼

い.^。 >ご　　　　　'蝣;蝣[*:に-「ぐ蝣^fsiZ圧二千=∴　こ,-y蝣-

あることは認めても.之に刻する急桝なる変動星田3:

なかった。之は彼がスピ/ザの影響下に進めて行った

hIぐtamorpllOSu (変態)の法則発見による.白子:iL界は

決して飛躍的でなく.そこには漸進的移行力二交配し、

暴力的のものはE然¢法則に反するからてあるo

此ゲ「テの態度は特にフランス革命に別して黄もよ

く門∴iこてO蝣cJ'。・'-イ十　>・.&vN:こく'ミL-トーバン

鴬の恐矯政治はゲ-テには容れられぬもので.其流血

coT参事がドイツ-波及することを恐れていたoフラン

ス革命は骸にとって三はゞ突発的な火成許的な変革で

あったのであるIViiC年伊大利滞在中に空かれたヴェ

ネチア短詩(Iiuigrnmme; ＼rcneLIig)には次の様に歌つ

vnam

悲しい哉運命のフランス。為政者もとより之を憂う

べきも更に,i,せよ、巷の人。

jjある者も滅びぬO今何人か拡民より既民を救はん。

庶民こそ庶民の虐君となり果てたljo

(t7|!|;ti雄lt訳)

Frankreichrt traurig Greschiofc, ・lie Ctio叫n raogcn'ti

I venclen;

.Aber bedenken soHeiュfur1,vall】. Ps Klei】le nocli morir.

Grosse ging^n zu Grande; dooh wt--r bescli批to die

ilongo gtgせ' (lie jVlongc? I1.1 、軸　Mei甘LIcr Me-

H Tyrann.

叉彼の庶出の娘(・lie natiirliP1-ビTo〔1-ttr)にはフラ

ンス革命前のフランス国民c礎が象徴的に画かれ、

グロ-ス・コフタ(Deil Gross-CopIita) (1951年)

TF民帯革(JWrgeご-(Jenぐ1・蝣a!) ( 1793年) 、又画晶せる人々

(<li<ユ　ー¥ulgi-gt-)にもゲ←テの革命にJ(てけr=考えが

矧まれて居り†殊に-ルマンとFTlテ了ll王ぐl'mnsii-

und lDorothea)にはゲp・テ自身、ゲ-テの恋人9 y -、

ゲーテの先輩Herder.又ヂ-テの父母の婆が甥はれる

と共に其背景としてフランス革命、既存のものの崩壊と

侍統固持との対立が画かれ、自由、平等.博愛という棒

かしい希望に酔うていたライン民衆の呪いが説かれて

いる。かくしてフランス革命に-:(、lするダ-テの考えが

最も総括されているのは矢張ニッケルマンに対する次

の邦語であるo

「事実私はフランス革命の味方とはなり得なかった。

その惨事は絞りに身近にあって.毎日毎日私にショッ

クを与えたが.共時にはまだ有益な結果が期待されな

かった。私もフランスに於て必須の結果となった輝栂
°　t　°

の場面を人工的にドイツも導入しようという際には無

鑑心たり得なかった。同様に私ほ命令的な石臼裁(her-

risPllt、蝣i WillVur)を竪し得なかった。私も革命は民衆

の罪Cなく、政府Cつ罪であることを確信していた。政

府か常に正しく.絶えず目覚めて居て、適時の改著に

よって民衆に当り、必祭的なものが下から強制される

立ち」 !"-J.¥iこいう事ご-て∴　v:iよ.畑-v-・.-・IとIT&

ることはないo
(3)

真に之はゲ←テの「上からの革命」を示すと共に.

平和を巽泳する-証左としてユネスコ精神の-契機と

三こ:c^o

琵1. Kc如-11n一ms Gc叩rapl.日-lit Goethe E至d. I,

β.02 (182E年　Al-ri1 27.)

2. Goethe* WH-kP> MeyerS Klasyilこer Aus即bo

Bd. 1. S. 216-217. Nr. E3.

3. Eckerman-is Gespriiche mit Gnctlie (B〔I.I. S.

33. (lSB4年. jAnuar 4)

四ijRHi萱i ra&i

人権宣言はその起源は遠く十三世紀の英国のマグナ

・カルタ(もIagna Charta)に迄軌至るといはれ、下っ

てはフランスの革命EEに於て178P年ラフアイSグト

( IJユfayette)が最初に挺唱して議会を通過して発布さ

-h. -v柁刊な[f独ニーtit*r油、 !'蝣M^軒. K^7.こび拭

・ . ‥'蝣　蝣.・一蝣'>　一-、 ' -∴　　　　　~一　　　こ・*c-j

も附加されたが.今次の世界人梓宣言の先駆をなすも

のは1941年のアメリカ大統慣ノし-ズベノLトの宣言した

四種の自由であって、第一に惟界到る処における言論

弐現の自凱夢二には世界到る処でCI信flFの自由、第

三には敏子からC自由、即ち各国民か陸_全て平和な生

さ:)'- ::二一こ.I_ 、蝣'-'-'"t∴∴1㌢廿.÷ r-,.- ;,;山こして

軍備の摘少によ・0-抑',侵略行為を封ずることをあげ

て. ('I>、∴　　　　∴　蝣i:;., 、一三:-;二

西洋憲等1945年の国際連合憲章を紅て終に19-18年の

it:Vlf '、軒iL言LL :,mとなり　>--cJ∴　.ニ　　　ま・1・、
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の四原則を含む自由権的人権(civil rig】ltR)と社会権

や労働権等に関する経済的社会的諸権利.並ひにかか

る白山v:-j蝣丁　　三;.HL王*."・'"・・蝣''蝣'li∴コ1・I '

秩序を求砂る権利等に就て規定されている。

グ-テは既にスピノザにより人間の自由に放て教^>

られ、真理の中に生きて万物の中に存する法則的関聯

の永久的必然を理解すれば、そこに自由が開けること,

真理の中に自由・変・幸福を発見する道を知って「私

には官能及V.道義の惟界を見頂す大きな自由な匝望が

開くようV-'監ほれた」(3)と云って居り.又「法律上の

自由とは人々が何人にも不正をなさざる時に.意欲す

る`トくてのこと*>・JすLL.云う杜f」によ・ーて堺.ll-.さ11K>,

即ち自由とは何人にも不当なことをしない嘘合の行為

の能力である。私の外部的自由とは、私が同意を与え

ることが出来た以外のいかなる法令にも服従しない権

能である」(4)といったカソトの考もゲーテに影響し

ていることは患'.yされる。デ-テはイ∵イf--J--i-

して次の様に云わし妙ている。

Und folgsam fuh工も'ich immer meino Seele aln sch611-

sten frei; allein dem harten Worte, dem rauhen

Aasspruch eines　刈Cannes micl zu fngen, lemt'ich

wieder dort noch hier.
(5)

粗頃に致し乍ら私の心はいつも此上もなく晴やかに

自由で御座いましたo然し,一人の男の無情な言葉

や粗暴な申し田に従うようには.あちらでもこちら

函mm盟削ffli嗣&SS誠E^a酌m&g.

(成瀬無捷先生欝)

之は女性として一つの人権を主張しているものと見

られるが.ダ-テが具体的に人権尊重を京したのほ彼

のナポレオンに対する態匿であるoナポレオンはフヲ

yス革命を鎮圧して1804年にフラソス皇帝となり、 18

06年には彼の支配下にライン同盟が設立されたが.革

命を恰惑していたデ-テは寧ろ喜びをhJて之を迎え、

神聖ロ-マ帝国が摩止されても、同年十二月にはワイ

マ-)L公国はプロシャより離脱して之に加ったoかく

て1808年彼はナポレオンと会見したが.其会見把はナ

ポレオン-の深い尊敬と温い好意を以て軍かれている。

1814年2月にナポレオンは失脚したが、ゲr-テは芝

に閑し多くを怒らなかった。征はナポレオンの自由な

政治的天才を充分に認みて、 「平和の術であろうと.

戦ひの術であろうと、大砲の後であろうと真の才能の

ある所にどこでも見出されるのは索易さである」とエ

ツケルマンに語ったが、他方ナポレオンの天才の危険

性に放ても鋭い批判を下している。即ち失脚後のナポ

レオンの暗黒色の服が日陽けして見るかげもなく.島

にストックがなくて之を裏返しして着ているといふ報

xIVJr∴して.

717/.'、 ~・ ′、'"・'.'蝣:さ　て:・ミ・、丁:欄I..・・'、・ vlこ(∴

してほ寧ろ寛大なもので.オポレオンこそ、自己を絶

対的なものに引き上げて、一切を一つのIdeeの実行

・*,-- 't~-こ.・二、 > -";・/,-,㌔-千. 1　一・、一-蝣・ivr:て・

∴サ. - Iて'.I<・) -・11--;--.こ∴;-:・.,

以上によりダ-テの人権尊重の考えは明らかで.ユ

ネスコの性界人権宣言は諸国の新患法特にワイマ-ル

:.、∴・'!∵　二,・・'.,・蝣"-.;二　　二一、'L. L;二一回l∫∴ ::蝣..'蝣"汁.

':∴.-:卜'J. ヾ∴- -　い~!'. '・_:、、Ls. j-:・・-　　　:

蹄を持ち、国家のTyran】lei (暴政)に対する人権につ

いてはゲ-テと符合するところがあると恩う。

琵l・世相人柱訂"蝣I"、 mS.二miこl雫1音階榊

C'H-ltl市)

2・ Jlckermarms Gespracne 】〕(I.I. S. 60. (1825

年　April. 27.)

3. Goetlle! Dichtung und Wahrheit 14. Euch.

(Meyers Klassiker Au唱abe Ed.lS. S.196)

4. Ka】lt : Zum ewigen Frieclen (Immanue1 Kant.

S嵐mtliche Weike・ Bd. S.126機外)

5. Goethe : Iphigenie auf T札uris. 5. Aufzug, 1.

Auftritt. ( V- 1827-1830)

EeJcenはnns Gesprache mit Goethe. Bd J.(S.126

-127)(1830. Feb.10)

V.青年に買えるメッセージとゲーテ

ユネスコでは先年教育促進の立場から「青年に与え

るメッセ-ジ」を出し、青年子女の向うべき道を元し

たoその中で最も根幹となってゐるのは.ダ-テの嘗

て示した様な人類共同体の実現を将来のこと.青年達

の活動にかけている再及び各国民に最但限匿の基乾教

育の確保を希望し.青少年の自覚を促していることで

ある。即ち、 「ユネスコの数多い仕事の一つは.壮界

中の青少年に最も広い意味の戸由に放ての葦任を自覚

させることであるo 」と言い、又「性界の半ばが字も

節妙ず科学と文化の財栗を知らずにいるかぎり.真の

平和はあり得ない」し1)と述べている。

ヂ-テは人も知る如く永環に苦い姿を終止保ちつゞ

けた。之はWindelbandの指摘する様に、常に自然と

一致融合し.その創作Faust　の様に絶えず努力せる

奨行の人だったからであるOその発展は貫井から五木

へ「-H-都白'M是に愉　られ　:ysr-r　テr」一本Lナ-m

木で.それが.体険を中心として年輪を拭いて巨木に

生長して行ったo

「人間は苦みの中にある時に黙ってしまうが、私に

;j.Mi'.,-.一丁.∴・-1　、　ご-J-巨

とタツソ-ほ云うが.ダ-テは悩みを語る詩作により

て脱成し、此脱虞が牢固となって残った○かくて生Y、
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茂る巨木は撮なす永遠の青琴を誇るかに見える(3)

1 :　Jl二1 Ijir-' ・・、 ∴　-I :I-一二!.."-}・・-　し

てほどう考えてゐたカ。被は曾てユッケルマンに語っ

たo

「位の文化とか、叉等艮な趣味がどれ丈進歩しよう

と若い人々がああいう関野な時代を既に抜け田てゐる

と考えてはならないo世界が全体として進蕗しても青

年は常に最初から出渡し.佃人として世界文化の督時

期を通過しなければならぬ。 」

蹄に彼は青年に対し,自由・等について固く警し

めの冒糞をのべているO彼は即ちフランス革命を批判

t I I--'..;.'.'∴　丁::*　　蝣・・・-サ.・,. -

とを同時に約束するものは空想家か法螺吹きだ」とい

い.自由は虐げられた者には不恩誤な魅j]を持つが、

充分なJJEffi丁をJr-・'て只yv.蝣⊥v ZiけlT.'∴小J・V..- -T-4-にあ

る名刀の様に危険なものであることを強調した。ゲ【

テほ社会生活の基鰐として、又傭人の人としての平等

は認埼ていたが.村会組織上の理想としての自由を根

こil'1:1'"'!'.・、 ∴ l・・∴', :、　.Iご11_...' V一・

∴:　　　　二蝣'*jlj二　　　　　日!..一蝣・・i":

由」を捨てんとする決意により異の自由となり得る。

我執を克服出来ぬ者こそ奴隷である.この主意をヂr

テほFcustその他に寓し、壇稿中の詩にも

偉大なることをせんとする者は全力を集中しなけれ

ば->-r*っぬO

制限の中にこそ大家は矧まれ.没得のみが我々に自

111?;与.-i謂vo

Wer Gros時e絹Wil一　muss sich zussmmenraffen; In der

Beschrankung zeigt sieh erst Meister, imd da.椙

GeRetz liur kann uns Froiheit go->en. ( 4 )

:I ∴ド・・!こill.T　　　　　　-';'蝣-,蝣> :・蝣j

(daq Eleusische Fest)の中で

荒地の野獣は自由を愛する。

大空に君臣する神も自由だ。

彼らの胸中の蓮しい欲望を制限するものは、自然の
命令->-o

けれども人間はこの両者の中間にあって、他の人問

とむつび合うべきだ。

人間は只通勤こよってのみ自由であり、カ強くもあ

そo　(故木村陣土語)

と歌っているのも直白いO

ユネスコの「青年に与えるメッセージ」中の「広い

::./∴l!i!・-・三・ :". 'fi;- '---i;:蝣、 -妻:.-'・'-∴由

を指すものと考えると.ダ-テの意志と一致するもの
3Lfl盟SS3P

一一日　　　　失　‥蝣i¥r;..-jこLこい.イ・.
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ルム'マイスタ-の遍歴時代」に見られる様に.個人

より社会-、国内的より国際的-.国民的より准界民

的への発展を示している。両も少年時代より七年戦争

・フランス遠征・ナポレオン動乱等幾多の戦乱を体験

した彼は誰よりも平和を巽求する事が深かった。曾て

西東詩集( Westostlichor ∫)iwaii)の冒頭で

「北・西・南は乱れとび.王位は裂け、国は振う」

とナポt,オンの動乱を詠じたダ-テが同じく,西東詩

集EsB

神のものぞ東方は

神のもの.ぞ西方は

北の鞄と南の鞄とは

神の樹芋の平和に憩う(5)

と歌って,戦乱後の永遠の平和を祈ったことを我々も

心に泌めて.窓々ユネスコ精神を推進すべき時である

と私は考えるのであそ。 (完)

謹I　一蝣-t-スコ坊務'mWIISV.パニTレット「青年に興

えるメッセージ」

2. Goethe : Tasso. 5-Aufz. 5.Auftritt.

3.渡辺絡司著.永遠の青春(昭和24年塔九月号)

4. Goethes Gedichte aus dem Nachlass. Kunst^e-

clichte und Gedichte zu Budern. MeyerS

Klassiker Ausgabe. Bd. J. S. 398.

5. Goethe; Wcstostlicher Diwan中のTalisiiicneと

云う詩にある。 (】oothes Werke. Meyer朕Bcl.4.

S. 203.

附言Eo此拙文を青くに写り次の話者を参考としたO

故木村i箆治著　ゲ-テ、完成期のゲp-テ、ゲ-テに

36ける世界文学の概念(季刊ゲ-チ

俸一集等)

醇国定著　ゲ-テと世界陪紳

吹田順JyT、白族民の世界文学の論文

渡辺格司著　永遠の青春(昭和124年塔九月号)

何時義讃著　文芸学

モ-ルトソ薯本多願彰辞、文学の近代的研究

英文ユネスコ若草、青年に興えるメッセ-ジ、

一ネスコ1!t:丹人柱1i".岩耳。

Meyer : Die Weltliteratur im 20. Jalirhundert.

日trich ; Dichtung und Zivilisation.

Goethes Werite. Weimar Ausgabe. 41 1.2

Kckermanns Ge81-rache mit Goethe I-I. Rぐclam.

Kant ; /um ewigen rrietlen.




